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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ  

　
　
　
　
　
　
　
　

に
備
え
て
・
・

　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

当
面
確
保
で
き
る
ワ
ク
チ
ン

の
総
量
が
限
ら
れ
て
い
る
う

え
に
、
そ
の
中
か
ら
一
定
量

が
順
次
供
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
死
亡
者
や
重
症
者
の
発

生
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ

と
や
そ
の
た
め
に
必
要
な
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的

と
な
っ
て
い
て
、
感
染
防
止

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

優
先
的
に
接
種
す
る
対
象

者
と
接
種
時
期
が
下
表
の
通

り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
接
種
は
、
必
ず 

　

電
話
な
ど
で
医

　

療
機
関
に
予
約

　

し
て
か
ら
に
な

　

り
ま
す
。

●ワクチンの有効性と安全性について

・重症化、死亡の防止については、一定の効果が期待できるとしています。

・ごく稀ではありますが重篤な副作用も起こりうるとされています。

　（ワクチンは一定の効果が期待される一方、リスクも存在することを理解し、接種を受けるこ

　とが重要です）

●接種はすべて任意（本人や保護者の意思に基づく）の接種となります。

●接種費用は２回で６, １５０円（１回目　３, ６００円　２回目　２, ５５０円）

　（優先接種対象者で、生活保護世帯の方や市民税非課税世帯の方については助成措置がありま

　すので、 詳しくは、生活保護の方は福祉課、非課税世帯の方は保健課までお問い合せください。）

●接種回数は２回を前提としていますが、１３才以上の方は１回の接種となります。1 回目と 2 

　回目の間隔は 7 日以上とします。また、他の予防接種との関係は

　　・生ワクチン　　　　　　　　　　⇒　接種した日から２７日以上

　　・不活性ワクチン又はトキソイド　⇒　接種した日から  ６日以上

　の間隔をおいてから 新型インフルエンザの予防接種を行なうこととされています。

●接種方法は、必ず電話などで医療機関に予約してから、接種することになります。

●接種できる医療機関については次頁の一覧表を参考にしてください。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
優
先
接
種
対
象
者
と
接
種
時
期
の

目
安
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
！

※（基礎疾患とは）・慢性呼吸器疾患・慢性心疾患・慢性腎疾患・慢性肝疾患・神経疾患、神経筋疾患・血液疾患・糖尿病・

　疾患や治療に伴う免疫抑制状態・小児科領域の慢性疾患（詳細については主治医にお尋ねください）

 　　　　■お問い合わせ　　保健課  ☎２３－４３１０   FAX ２３－４３１６
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 「インフルエンザかな？新型？」と思ったら

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
を
！

新型インフルエンザワクチン接種受託医療機関一覧表

～韮崎市立病院から～

№ 受託医療機関名 所在地（住所） 電話番号
1 秋山脳外科 大草町若尾１３３０ ２２－８８８１
2 いいのクリニック 本町二丁目１４－１５ ２３－１２９６
3 きっかわ整形外科クリニック 若宮二丁目８－１８ ３０－４１４１
4 にこにこクリニックこでら小児科 竜岡町下条南割 1045 ２３－６６７７
5 たのくらクリニック 藤井町南下条３３８ ２１－３０３０
6 忠友会　韮崎クリニック 神山町北宮地 3 ２０－１４１１
7 寺本医院 本町二丁目７－９ ２２－０５４９
8 中込医院 旭町上条北割１０３８ ２２－０４７４
9 にらさき泉野内科小児科クリニック 岩下１２３２ ２２－１１８１
10 韮崎市立病院 本町三丁目５－３ ２２－１２２１
11 韮崎相互病院 本町一丁目１６－２ ２２－２５２１
12 韮崎東ヶ丘病院 穂坂町宮久保１２１６ ２２－００８７
13 野口外科胃腸科 中田町中条１４３３ ２５－５０１５
14 本町クリニック 本町二丁目１９－３ ２２－８７４１
15 藤森耳鼻咽喉科医院 藤井町南下条１８０－１ ２３－１４１１
16 ますやま整形外科クリニック 藤井町南下条３９５ ２１－２１００
17 三井医院 本町一丁目１１－８ ２２－０８４５

　

急
な
発
熱
、
せ
き
、
の
ど
の
痛
み
が
あ

り
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？
」
と
思

わ
れ
る
症
状
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
一
般

医
療
機
関
に
お
い
て
受
診
出
来
ま
す
。
か

か
り
つ
け
医
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
そ
ち

ら
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
立
病
院
で
の
診
察
に
つ
い
て
は
、
来

院
前
に
お
電
話
を
い
た
だ
き
、
診
察
時
間

を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
診
察
時
間
は
、
午
前
中
は
一
般
外
来
患  

　

者
で
非
常
に
混
雑
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

院
内
感
染
防
止
の
た
め
、
原
則
、
午
後

　

の
時
間
帯
と
し
て
お
り
ま
す
。

◆
診
察
後
は
先
生
の
指
示
に
従
っ
て
治
療

に
専
念
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
処
方

さ
れ
た
薬
は
服
用
指
示
を
守
り
、
き
ち

ん
と
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
さ
れ
る
際
も
、    

   

事
前
に
お
電
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と　

　

を
お
勧
め
い
た

　

し
ま
す
。

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
経
路
は
、
く
し
ゃ
み
や
せ

き
に
よ
る
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）

感
染
に
よ
る
も
の
で
す
。
日

常
の
手
洗
い
、
う
が
い
が
と

て
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
他

の
人
に
う
つ
さ
な
い
、
う
つ
さ
れ
な
い
た

め
に
、
マ
ス
ク
の
着
用
も
有
効
で
す
。
一

人
ひ
と
り
が
他
の
人
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
立
病
院
医
事
担
当
・
総
務
担
当

　

☎
２
２
ー
１
２
２
１

　

２
２
ー
９
７
３
１

【
受
診
の
流
れ
】

①
症
状
（
状
態
）
を
落
ち
着
い
て
観
察
し
、

な
る
べ
く
安
静
に
す
る
。

②
重
症
化
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
場
合
は
病
院

　

に
電
話
す
る
。

※
慢
性
疾
患
な
ど
持
病
の
あ
る
方
や
妊
婦
の

　

方
は
、
早
期
に
か
か
り
つ
け
医
に
問
い
合

　

わ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
生
の
指
示
に
従
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

③
診
察
指
定
時
間
を
確
認
す
る
。

④
指
定
時
間
に
来
院
す
る
。

※
来
院
時
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ

　

さ
い
。
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韮
崎
駅
前
施
設
（
旧
ル
ネ
ス
）
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
２
、
５
０
０
名
余

の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

き
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
代
表
17

名
か
ら
な
る
韮
崎
駅
前
施
設
利
活
用
検
討
委

員
会
を
５
回
に
わ
た
り
開
催
し
、
各
委
員
の

皆
さ
ま
か
ら
具
体
的
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

（
仮
称
）
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ア

ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
及
び

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
詳
細

に
つ
い
て
は
紙
面
の
都
合

上
全
て
掲
載
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
後
記
の
閲
覧
場
所

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
基
本
的
な
考
え
方

（
１
）
旧
ル
ネ
ス
の
取
得
と

　
　
　
　
　
　

建
物
の
再
利
用
に
つ
い
て

 　

市
で
は
、
交
通
結
節
点
（
Ｊ
Ｒ
韮
崎
駅

前
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
と
し
て
の
利
便

性
を
活
か
し
、
新
た
な
市
民
文
化
を
創
造

す
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
市
民
会
館
の
全

て
の
機
能
を
移
転
し
、
図
書
館
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
子

育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
多
様
な
機
能

を
集
約
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に
利

用
し
や
す
く
、
多
く
の
人
が
集
い
、
市
街

地
全
体
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
施
設
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
建
物

を
含
め
当
該
土
地
を
取
得
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
取
得
及
び
施
設
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け
財

源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
存
建

物
の
フ
ロ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
か
し

た
密
度
の
濃
い
施
設
配
置
と
す
る
な
ど
改

修
コ
ス
ト
の
低
減
化
を
図
り
、
市
民
の
負

担
（
一
般
財
源
）
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
施
設
整
備
の
イ
メ
ー
ジ

 

（
３
）
機
能
配
置
イ
メ
ー
ジ

（
仮
称
）
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
マ
ス
タ
ー

　

プ
ラ
ン
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

◆
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
閲
覧
方
法

　
　

  

お
よ
び
ご
意
見
等
に
つ
い
て

　

書
式
は
任
意
で
す
が
、
意
見
の
要
旨

お
よ
び
そ
の
理
由
と
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所

◇
市
役
所
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

◇
市
役
所
３
階
企
画
財
政
課

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.nirasaki.lg/jp/art5

9
8

■
閲
覧
期
間

　

10
月
２
日（
金
）
～
11
月
20
日（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

■
ご
意
見
の
受
付
期
限

　

11
月
20
日（
金
）

※
郵
送
は
当
日
消
印
有
効

 

 

あなたの「ご意見」
お待ちしてます！

■
お
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　

（
内
３
５
５
）

　

   kikaku@
city.nirasaki.lg.jp

2009.11
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　 春 の 風 物 詩 と し て の イ
メージを定着させた“さく
ら”といえば「わに塚のさ
くら」が代表的です。また、
JR 韮崎駅前広場の高遠コヒ
ガンをはじめ、市内各町の
寺社境内や公園、並木道な
どで広く目にし、多くの市
民に親しまれています。

　

10
月
11
日
（
日
）
市
制
施
行
55
周
年
記
念

式
典
が
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
知
事
や
輿
石
参
議

院
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
が
出
席
す
る

な
か
、
市
政
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
17

人
と
９
団
体
・
法
人
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
市
民
よ
り
公
募
し
、
10

月
１
日
に
制
定
し
た
市
の
木
・
市
の
花
が
「
わ

に
塚
の
さ
く
ら
」
の
映
像
な
ど
で
披
露
さ
れ
、

さ
ら
に
特
別
企
画
と
し
て
「
銀
河
の
集
い
in

韮
崎　

ア
ザ
リ
ア
の
友
た
ち
」
と
題
し
て
、

保
阪
嘉
内
、
宮
沢
賢
治
、
小
菅
健
吉
、
河
本

義
行
ら
ア
ザ
リ
ア
の
仲
間
ら
の
絆
を
構
成
劇

仕
立
て
で
披
露
、
こ
の
集
い
の
た
め
来
韮
し

た
賢
治
の
弟
清
六
さ
ん
の
孫
和
樹
さ
ん
ら
４

人
の
子
孫
７
人
や
岩
手
大
学
藤
井
学
長
ほ
か

関
係
者
と
横
内
市
長
が
出
演
し
、
今
後
も
交

流
を
深
め
て
行
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。　

第
４
回
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

 　
　
「
若
宮
地
区
自
治
会
」

「市の木」新たに、さくらに決定！
「市の花」はレンゲツツジに！！

韮崎市制施行 55周年記念式典が盛大に開催

　６月中旬の開花シーズンを
中心に多くの観光客が訪れる
市を代表する観光地・甘利
山の「レンゲツツジ」は有名
です。民間ボランティアなど
によるクマザサの伐採などに
より、レンゲツツジの樹勢も
年々回復してきています。

銀河の集い in 韮崎

　

９
月
15
日（
火
）、
若
宮
地
区
公
民
館
に

お
い
て
第
４
回
の「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
行
わ
れ
、今
回
は
「
若
宮
地
区
自
治
会
」

の
皆
さ
ま
と
「
韮
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
ル
ネ
ス
）
の
利
活
用
に
つ
い
て
」

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
３
月
末

に
閉
店
し
、
そ
の
後
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
い
る
経
緯
や
現
在
の
状
況

に
つ
い
て
市
長
か
ら
の
説
明
の
後
、
地
元

若
宮
地
区
と
し
て
の
考
え
や
活
用
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　

（
内
線　

３
５
５
～
３
５
７
）　
　
　

　

【http://w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/ 　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

art1
1
1
4

】

功労表彰を受ける望月由勝氏
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歳入総額135億２，８９４万１千円 歳出総額130億 6，941万 9千円

■投資的経費　　学校や道路といった社会資本を整備するための経費
■義務的経費　　人件費（報酬・給与等）、扶助費（児童手当・生活保

護費等）、公債費（借入金返済）
■その他の経費　積立金、施設の維持経費、団体補助金

■依存財源　国や県に頼らなければ収入できない財源：３９. ２％
■自主財源　韮崎市が自主的に収入できる財源：６０. ８％

　市の平成２０年度決算における歳入は、地方交付税が減額

となったものの、市税の収入を維持するとともに基金等を活

用したため、自主財源の比率も前年度と同水準となりました。

一方、歳出においては韮崎西中学校の建設、穂坂自然公園用

地の取得等により投資的経費が対前年度１億５千万円の増と

なり、また、定額給付金給付事業により、歳出総額は前年度

に比し約６億円の増となりました。

　平成２０年度においても地方自治体を取り巻く厳しい財政

状況のなか、経費削減と計画的な事業執行に努め、市の財政

運営を進めてまいりました。

－韮崎市の財政状況を公表します－

一般会計決算

  
韮企告示第 3号	 	  
  
   韮崎市財政状況及び健全化判断比率等の公表に関する

条例第２条及び第４条の規定に基づき、平成２１年９月

３０日現在における韮崎市の財政状況及び平成２０年度

健全化判断比率等について、次のとおり公表する。

　　　　　　　　平成 21 年 11 月 1日

　　　　　　　　　　　　　韮崎市長　横内　公明	

歳入歳出決算審査意見書
平成２１年５月２７日から７月１３日まで平成２０年度
韮崎市一般会計、各特別会計及び各企業会計の歳入歳出
決算審査を行い、各会計とも適正妥当であると認められ
た。
財政健全化審査意見書	
審査に付された健全化判断比率及び資金不足比率並びに
その算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも
適正に作成されているものと認められた。	 	
	
        　　　　　　　韮崎市監査委員　小松　常信
　　　　　　　　　　　　   同　　　　石井　錦一	

　

こ
の
「
財
政
状
況
の
公
表
」
は
、
市
の
財
政
が
ど

の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か

を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
広
報
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
20
年
度
の
決
算
状
況
の
ほ
か
、
平

成
21
年
度
の
予
算
の
補
正
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
を
公
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
市
財
政

の
健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て
の
概
要
も
公
表
し

ま
す
。

  

ま
た
、
昨
年
度
は
、
韮
崎
市
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
新
地

方
公
会
計
制
度
が
導
入
さ
れ
、
よ
り
市
民
の
み
な
さ

ん
に
わ
か
り
や
す
い
財
務
諸
表
を
公
表
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
を
作
成
中
で
す
の
で
、
１
月
号
の

広
報
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。


